
たけのこだよりたけのこだより
令和７年１月３１日

冬になり、たけのこの事務室の窓から雪をかぶった富士山がきれいに見えるようになりまし
た。くっきり富士山が見えると、ちょっといい気持ちになるのは私だけでしょうか…。ちなみ
に私は、夜遠くに光るスカイツリーを見ても同じようにいい気持ちになります。（笑）
さて、１月２０日～２４日の５日間、ピンク組（年中・年長）の子ども達は、電車体験を行

いました。この行事の一番のねらいは、『交通機関を使って社会に出た時のマナーを学ぶこと』
です。子ども達は行きのバスの中で「電車に乗る時に気を付けなければならないことは何か
な？」の問いに「大きな声でしゃべらない」「走らない」など、自分たちで考え、答えていま
した。中には「駅の人にあいさつをする」など、人として大切なことまで気が付く子さえいま
した。日頃、お家でも公共でのマナーや思いやりなどについてお話しているのだなあと感じま
した。
馬橋駅に着き、しっかり手をつないで歩き流山線のホームへ。隣の線路を走る電車や特急の

名前を知っている子もいました。順番を守って静かに乗車、静かに座ります。ハート形の吊革
を見つけてにっこりする子も。発車の合図が鳴り、いよいよ電車が動き出します。子ども達の
笑顔があふれます。走り出した電車の中では静かにお話したり、外の景色を眺めたりして過ご
します。流山駅に到着し改札を出るときに「ありがとうございました」と駅員さんに伝える姿
も見られました。
子ども達は、マナーを守って乗車ができ、周りの人に迷惑をかけることなく電車体験を行う

ことができました。成長を感じる行事でした。
３月にはあお組でも電車体験を計画しています。年少なりの成長を感じられるのが今から楽

しみです。よい体験になるようしっかり準備をしていきたいと思います。

《２月のカレンダー》
月 火 水 木 金

３ ４ ５ ６ ７

１０ １１ １２ １３ １４
日本の誕生会 建国記念の日

１７ １８ １９ ２０ ２１
誕生会（あお・ピンク） 避難訓練 避難訓練

誕生会（ピンク）

２４ ２５ ２６ ２７ ２８
天皇誕生日の 新入児 入所説明会
振替休日



《３月の主な行事予定》
３日（月）～ 新入児アセスメント期間 １０日（月） 避難訓練

１０，１１日（月・火） 誕生会（ピンク組） １０～１４日（月～金） あお組電車体験

１２，１３日（水・木） 避難訓練 １７日（月）～ おおそうじ週間

１８日（火）～ 年長終了式週間 １９日（水） 誕生会（あお組）

２０日（木） 春分の日 ２５日（火） 職員研修日のため休所

２７日（木） 令和６年度最終日 ２８日（水）～４／６ たけのこ春休み

学級閉鎖になったら たけのこをお休みしてください

近隣の幼稚園や小中学校では、インフルエンザ等の
感染症が流行し、学級閉鎖のお知らせも届いています。
たけのこでは、併行登園している幼稚園・保育園で

お子様が在籍している学級が学級閉鎖になった場合 おにのお面をつくったよ

は、お子様に感染症の症状がなくても、ほかのお子様
への感染リスク軽減のため、たけのこへの登所を控え
てくださるようお願いしています。
「子どもは元気だから通わせたい」と思われる保護

者の方もいらっしゃることでしょう。多くのお子さん
がご利用いただく事業所としては大変複雑な気持ちで
すが、保護者の皆様には何卒その旨ご理解いただけま
すようお願いいたします。

ゲーム遊びを通して

寒さが厳しくなりました。近隣の幼稚園や保育園ではインフルエンザの
流行も聞かれますが、たけのこの子ども達は体調を崩す子が少なく、毎日
寒さに負けず元気に遊んでいます。
さて、たけのこでは子ども達の人間関係や社会性を伸ばしていくために、

ゲーム遊びに取り組んでいます。最近取り組んだ「フルーツバスケット」
や「椅子取りゲーム」などのゲーム遊びでは、はじめの頃「１番」や「勝
ち」に固執する子や負けると悔しがって大声を上げたり、その場から離れてしまったりする
子など様々な反応がありました。しかし、ゲーム遊びを通してルールを理解することからル
ールを守って遊べるようになったり、「勝ってうれしい」「負けて悔しい」気持ちを経験した
り、集団遊びを通して楽しさを感じたりすることができたと思います。そして子ども達自身
で「勝ち負けだけが重要ではない（一生懸命が大切）」ことに気付いたり、負けて悔しくても
泣くのを我慢し、勝ったお友だちに拍手をしたりするなど、子ども達の成長した姿を見るこ
とができました。
人間関係や社会性を伸ばすのはゲーム遊びだけではなく、日々の生活や様々な遊びや活動

を通して培われるものだと思いますが、今回ゲーム遊びを通して子ども達の成長を見ること
が出来たことは大きな発見でした。これからも子ども達が様々な遊びや活動を通して成長し
ていくことをとても楽しみにしています。

児童指導員 廣瀬 暁生


